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『記憶屋』 

  織守きょうや／著 （KADOKAWA／刊） 

～記憶をなくすことはいいことなのか～ 

 “夕暮れ時、公園の緑色のベンチに座って待って 

いると、忘れたい記憶を消してくれるという都市 

伝説の怪人「記憶屋」が現れる。” 

大学生の遼一は単なる噂だと思っていた。しか 

し、ある日突然大切な人の記憶が消されてしまい、 

記憶屋を探し始める。その正体は遼一の身近にいる人だった。記憶屋 

が記憶を消す本当の理由は…。 

もし記憶屋に会うことが出来たら、あなたは何をお願いしますか…。 

この本は、大学生である遼一と３つ年下の幼なじみの河合真希との物語です。 

『記憶屋』は他にもシリーズがあるので読んでみて下さい。  (１年生・O) 

 

 

『魔法使いはだれだ』 

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ／著 野口絵美／訳  

佐竹美保／絵 （徳間書店／刊） 

～この学校に魔法使いがいる～ 

そんなメモにより学校中は大騒ぎ！魔法使いは見つかって 

しまうと火あぶりにされてしまうため、魔法は厳しく禁止さ 

れている。そんな中、魔法としか思えない出来事が次々と起こってしまう… 

そこで真っ先に疑われたのは“大魔女の血を引くナン”と“仲間はずれのチャール

ズ”だった。追い詰められたナンと仲間たちは、助けを呼ぶ呪文「クレストマン

シー！！」と唱える。ナン達の運命は…！？そして魔法使いの正体とは…? 

読み進めるにつれて自分も物語の人物になったかのような感覚になり、一緒

にドキドキしたりワクワクしたりと、ファンタジーの世界へ一気に入ることが 

できます。                       （１年生・Y） 
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